
「六次産業化研究施設」利用の手引き

●お問い合わせ･申し込み先

　「六次産業化研究施設」は、徳島ならではの特産品を用いて、農業者や事業者が自らのアイデアを
具現化し、６次産業化を加速化することを目的とした施設です。
　「食品加工研究室（オープンラボ）」は、個人でもグループでも利用可能で、加工研究や商品開発の
用途に合わせて１５種類の食品加工の機器を取り揃えています。
　また食品の微生物検査を行う「食品衛生実験室」や研修等を行う｢会議室」も整備しています。

あらかじめ、電話かメールでお問い合わせいただき、施設の空き状況等を必ずご確認ください。１

①使用したい日時　　②使用したい加工機器や設備

（2か月前から予約可能）

日程調整ができましたら「利用許可申請書」（所定様式）に必要事項を記入し、
使用料として所定の徳島県収入証紙を貼付し、原則として利用予定日の１週間前までに
農業大学校にご持参（郵送可）ください。

2

施設利用の承認については、後日、申請者へ「使用承認書」をお送りします。3

利用を取り止める場合は、利用予定日の３日前までに、その旨を必ずご連絡ください。4

ホームページ　http://www.tonodai.ac.jp/ 
Ｅ－ｍａｉｌ　nougyoudaigakkou@pref.tokushima.jp
電話　０８８-６７４-１０２６
住所　徳島県名西郡石井町石井字石井１６６０ 
徳島県立農林水産総合技術支援センター　農業大学校

1２月２９日から翌年の１月３日までの日 

利用の流れ

詳しくはお問い合わせください

●受付時間 午前９時から午後5時まで 
午前９時から午後５時まで●利用可能時間
日曜日及び土曜日、国民の祝日に関する法律に規定する休日●休業日

（昭和２３年法律第１７８号）
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食品加工研究室（オープンラボ）を利用してみませんか 機械器具･施設使用料一覧

主な機器

製菓・製パン用ミキサー

製菓・製パン 野菜・果実の乾燥

総菜・菓子 レトルト食品

野菜乾燥機 真空凍結乾燥機

パンやケーキ、クッキーなど
焼き菓子の製造試作ができる。

ベーカリーオーブン

温風乾燥や真空凍結により乾燥野菜・ドライ
フルーツ、フリーズドライ製品の試作ができる。

スチームコンベクションオーブン

水蒸気と熱風の量を設定し、「焼く・煮る・蒸す
・炊く」などができる多機能加熱調理機。
惣菜、菓子の試作ができる。

小型高温高圧調理機

真空包装容器に充填した食品を高温加圧下で
殺菌・調理する機器。常温で長期保存が可能な
レトルト食品の試作ができる。

わが家の規格外の
農産物を活用して
加工品を作りたい

商品開発のため
試作品を作りたい

最新の加工機器を
使用して食品製造技術

を高めたい

加工施設を整備する
際の参考にしたい

機器の使用に際しては食品加工研究室の使用料を同時に申し受けます。

食品加工研究室使用料
午前（午前９時から正午まで） ２，５９０円

３，４５０円午後（午後１時から午後５時まで）

利用に当たってのお願い

○必ず事前に許可を受けて利用してください。

１時間当たり使用料

４９０円
１，３５０円
１，０３０円
７００円
１１０円
２２０円
３２０円
２２０円
５０円
３２０円
２７０円
１６０円
１６０円
１１０円

３，９４０円

名　称

スチームコンベクションオーブン
真空凍結乾燥機

ベーカリーオーブン
アイスクリームフリーザー
野菜乾燥機
製菓・製パン用ミキサー
パン発酵器
粉砕装置
カッターミキサー
ブラストチラー・ショックフリーザー
真空包装機
製缶機
カップシール機
レトルト殺菌装置

小型高温高圧調理機

○その他、センター職員の指示に従ってください。

○消耗品等は、利用者がご持参ください。

○利用を終了したときは、清掃その他利用した機器のメンテナンス等の後始末を行い、
　センター職員の点検を受けてください。ゴミについては、必ず持ち帰ってください。

○機器・調度品・調理器具は、六次産業化研究施設外に持ち出さないでください。

○故意または重大な過失により施設に損害を与えたときは、利用者又は申請者の責任において、
　原状に回復してください。
　ただし、施設等の損害の原因がこの故意又は重大な過失によらない場合は、この限りではありません。

○正しい使用法に従って、ていねいに扱ってください。
　なお、使用方法について不明な点がある場合は、必ずセンター職員の指示又は指導を受けてください。


